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空き巣などの侵入盗にも注意！玄関や１階の部屋の窓だけでなく、２階以上の窓も、しっかりと施錠しましょう。覚えておこう

こまえ安心安全
情報メール

市内の安心安全情報を発信！登録無料！　※通信料、パケット料は登録者の負担になります。
配信内容→防犯 ：不審者情報、特殊詐欺入電情報他/防災 ：避難指示・勧告等の重要な情報他/その他 ：熱中症警戒アラート他

大切な自転車を守るために…
その１� 鍵をかける習慣を！ その２� 防犯性の高い鍵を！ その３�防犯登録も忘れずに！

都内の刑法犯認知件数ランキング

自転車自転車のの盗難盗難にに注意注意しましょうしましょう

幼児乗幼児乗せせ自転車自転車のの事故事故にに注意！注意！
停車中の転倒事故が多発しています停車中の転倒事故が多発しています

　狛江市内での令和２年中の刑法犯認知件数は全体で310件でした。そのう
ちの、113件は自転車の盗難で、全認知件数の約36％を占めています。
　自転車の盗難は他の窃盗と比べると軽く見られがちですが、自転車は皆さ
んの大切な財産です。盗まれてしまうと、買い物や子どもの送り迎えなど、
日常生活にも支障が出てしまいます。また、盗まれた自転車がひったくりな
ど他の犯罪に使われてしまうという可能性もあります。

　令和２年中の狛江市内の刑法犯認知件数（人口千人当たり発生件数）
は、都内49市区の中で第４位の少なさでした。
　平成30年の第１位から順位は下がっているものの（平成31年・令
和元年は第３位）、例年減少傾向にあります（平成30年は4.55件、
平成31年・令和元年4.34件）。
　今後も各自の防犯意識を高めることで、市内の犯罪を減らし、東京
で一番の「安心して暮らせる安全なまち」を目指しましょう。
※「順位」は千人当たりの発生件数を比較したものです。

順位 区市 人口 刑法犯発生件数 千人当たり発生件数
１ あきる野市 80,221 264 3.29件
２ 稲城市 92,262 304 3.29件
３ 日野市 187,027 690 3.69件
４ 狛江市 83,268 310 3.72件
５ 三鷹市 190,126 723 3.80件
６ 多摩市 148,479 568 3.83件
７ 文京区 226,574 912 4.03件
８ 東村山市 151,575 615 4.06件
９ 府中市 260,255 1,117 4.29件
１０ 国立市 76,371 331 4.33件
１１ 小平市 195,543 876 4.48件
１２ 杉並区 573,504 2,573 4.49件
１３ 青梅市 132,145 594 4.50件
１４ 国分寺市 126,862 574 4.52件
１５ 練馬区 740,099 3,374 4.56件
１６ 世田谷区 920,372 4,231 4.60件
１７ 調布市 237,815 1,105 4.65件
１８ 東久留米市 117,007 557 4.76件
１９ 清瀬市 74,905 362 4.83件
２０ 小金井市 123,828 603 4.87件

出典：�警視庁HPより「令和２年　区市町村の町丁別、罪種別及び手口別認知件数」�
人口は東京都ＨＰより「住民基本台帳による世帯と人口」（令和３年１月１日時点）

市内の犯罪

令和２年市内刑法犯認知件数（暫定値）を基に作成

その他の犯罪
約64％

自転車盗
約36％

　警視庁によると、盗難された自転車の半数
以上は未施錠の状態でした。鍵のかかってい
ない自転車は、標的になりやすいです。自宅
やマンション・アパートの駐輪場であっても
必ず鍵をかけましょう。
　また、鍵をかけることはあまりにも基本的
なことのように感じられますが、急いでいる
ときや一瞬の気のゆるみから、忘れてしまう
こともあります。

「自転車から離れる」＝「鍵をかける」
� という習慣をつけましょう。

　自転車の鍵は防犯性の高いものにしましょ
う。鍵は二つ以上かけることが理想的です（ツ
ーロック）。自転車に標準装備の鍵の他に、
U字ロックやワイヤーロックなどを追加で使
用すると防犯性がより高まります。

　防犯登録は法律で義務付けられています。
有効期限は10年間です。登録後10年間を経
過した後も使用する場合は「新規登録」が必
要です。
　防犯登録をしておくと万が一盗難にあって
も戻ってくる場合があります。

U字ロック 「自転車盗」の防犯対策

詳細は
警視庁ホームページを確認

常に支えられる体勢で
自転車に子どもを乗せたら、
決して目や手を離さず、いつ
でも支えられる体勢でいるこ
とが重要です。

わずかな傾きにも注意
停車場所にわずかでも傾きが
あったり、スタンドの凹凸な
どがあると、転倒のリスクが
高くなります。

しっかりしたスタンドを
幼児乗せ自転車は、できるだけ幅
が広くしっかりしたスタンドを備
えた自転車を選びましょう。ぐら
つきなどの点検も忘れずに。

荷物はバランスよく
自転車の左右の中心から外れた
場所に荷物を載せると転倒する
危険が大きくなります。特にハ
ンドルにぶら下げることはやめ
ましょう。

１　ヘルメットは、必ず、子どもを乗せる前に装着
　ヘルメットを装着することで、停車中や運転中に転倒したとしても、
子どもがケガをするリスクを確実に減らすことができます。
　併せて、シートベルトも確実に装着しましょう。
２　子どもを前の座席に乗せた状態はとても不安定
　停車中の転倒事故では、前座席でのケガが非常に多くなっています。
前の座席に子どもを乗せたまま、後ろの座席に子どもなどを乗せ降ろし
することも大変危険です。
３　転倒防止のチェックポイント

その他、運転中の転倒事故防止、幼児乗せ自転車の選び方
などについては、消費者庁ホームページ「幼児同乗中の電
動アシスト自転車の事故」ページをご確認ください。


